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お 客 様 各 位

（年初来） （年初来）

前日比 1ヶ月前比 高値 安値

対ドル BRL 3,9537 3,9937 1,01% 2,89% 3,6374 4,0158

対円 JPY 27,79 27,37 -1,51% -5,15% 30,08 27,27

対ユーロ BRL 4,4465 4,4819 0,80% 2,17% 4,1646 4,5069

対ドル JPY 109,95 109,30 -0,59% -2,43% 104,87 112,40

対ユーロ JPY 123,52 122,68 -0,68% -3,07% 118,71 127,50

Index 94.258 91.727 -2,69% -1,24% 100.439 87.536

bps 173,00 176,48 2,01% 3,97% 209,52 149,43

% 8,77 8,87 1,14% -1,13% 9,34 8,70

% 6,40 6,41 0,23% -0,93% 6,69 6,32

% 2,52788 2,51800 -0,39% -3,19% 2,8039 2,5279

Index 178,95 177,64 -0,73% -5,69% 189,68 168,26

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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昨日のドルレアルスポット相場は、米中貿易摩擦の悪化を受けたグローバルなリスクオフの煽りを受けて、取引
開始直後に再び４レアル台に到達。中国が報復関税の実施を公にしたことでさらなるレアル売りが予想された
が、引けにかけてはやや反発。しかし、再び４レアル台に接近して取引を終えている。ボベスパ指数も米株式
相場の大幅安の影響から逃れられず、前日比２．８％安を記録。一時は節目の１０万ポイントに達した同指数
であるが、その後は年金改革法案の遅れもあり、水準を切り下げる展開。リスクオフの様相が強まれば、早々に
９万ポイントを下回る展開も予想される。トランプ大統領は１３日、中国製品に米国が課す関税に対して中国が
報復措置を取れば、「貿易を巡る両国の対立は悪化する」、「中国が米国と合意しなければ、企業は中国を
離れて他の国に移動せざるを得ないため、中国はひどい打撃を受ける」、「素晴らしい合意のほとんどが出来
上がっていたのに中国が姿勢を後退させた」と、自身のツイッターに続けざまに批判を投稿。しかし、その僅か
２時間後に、中国は米国からの一部輸入品に対する関税を６月１日から引き上げるとの計画を公表。２５％の
新税率が適用される製品は２４９３項目にのぼり、他の製品も５％から２０％の関税の対象となる。両国協議の
混迷化は、当然ながら、年金改革法案に関してポジティブな報道が続いていたレアルの逆風となり得る。加え
て、ブラジル国内については、足許で経済見通しの悪化が目立っており、特に海外投資家のブラジル投資の
足枷になることが懸念される。ブラジル中銀が昨日公表した週次サーベイ（ＦＯＣＵＳ）によると、年末の成長率
見通しが先週時点の１．４９％から１．４５％に低下。ブラジル大手地場行が公表した最新レポートはより保守的
な見通しとなっており、年末は１％（前回１．３％）、２０２０年は２％（２．５％）となっている。


